
【令和３年度全国学力・学習状況調査の出題から見える指導のポイント】

文章構成の工夫や筆者の意図を読み取る力を付ける！
小・中学校
国語

毎年、小・中学校ともに文章構成の工夫について考える問題が多く出題されています。
【例】のように、文章構成の工夫が読者に与える効果や、筆者の意図などが問われています。

Ｂ
さ
ん
の
説
明
文
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落
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え
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落
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入
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【小・中学年】段落相互の関係に着目する

構成の工夫について読み取ったり考えたりしたことについては「筆者の工夫辞典」等にまとめ、次の学
年へと積みあげていくと同時に、子供たちが自分で説明文や意見文を書く際に参考にするなどの学習
活動を取り入れることが大切です。

本文に答えが書いてないため、内容の
読み取りができるだけでは解けません。
日頃から、相手意識、目的意識をもって
「話す・聞く」「書く」「読む」等ができて
いるかどうかが問われています。

【例】〇筆者はなぜ冒頭にこの文を挿入したのか

〇筆者はなぜ段落の順番を入れ替えたのか

〇筆者はなぜ最初の一文を会話文にしたのか

〇引用を用いた場合の効果について説明しなさい
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面
フ
ァ
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開
発
と
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が
り
に
つ
い
て
、

時
間
の
経
過
に
そ
っ
て
書
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る
。
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。
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取
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が
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選
択
肢

【小・高学年】引用文や図表等の効果に着目する【中学校】根拠の示し方に着目する

同
じ
テ
ー
マ
の
意
見
文

で
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Ｃ
さ
ん
の
根
拠
は

ア
ン
ケ
ー
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結
果
、
Ｄ
さ

ん
の
根
拠
は
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分
の
経

験
だ
ね
。

各学年の発達段階に応じた指導方法を工夫しましょう

構
成
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

読
み
手
や
聞
き
手
に
よ
り
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
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で
き

る
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や
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を
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て

の
学
年
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積
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げ
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と
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大
切
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す
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Ｄ
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経
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べ
て
、
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の
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と
比
べ
て
考
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て
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ら
い

た
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
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２
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２
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同じテーマの
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して・・・

Ａ
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「
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」
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介
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ね
。

読
み
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つ
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っ
た
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り
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る
と
き
と
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じ
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に
な
る
よ
う
に
工

夫
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れ
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い
る
ん
だ
ね
。

【小・低学年】順序の工夫に着目する

「
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
る
理
由
を
明

確
に
す
る
た
め
に
、
ご
み

の
分
別
を
導
入
す
る
前
と

後
の
ご
み
の
量
を
比
較
す

る
グ
ラ
フ
を
効
果
的
に
取

り
入
れ
て
い
る
ん
だ
な
。

西部教育局
お役立ち情報
令和３年７月号

速
報


